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H　調査方法

　第i鞍濤では高校生活を羅顧できる発達段購に

ある大学生による、男女共学に講ずる意見を．騨

学校出身者と姓疑数の格差の少ない共学校畿身者

を比較し、箆られた違いや籟海から高等学校にお

ける男女鷲学への幾題提起を試みた。その集講考

察の申で蔓に追求すべき課題が見綴された。

　そのiは、霧学校鐵身考では懸字という学習形

態を野よかった嘘とする者とギいやだった」とす

る者が存窪し、また共学校鐵身者では共学という

学校形態をr雛やだった逢とする考は、男子警名

3．7％女子s名§．9％と少な塾もののゼよかっ

たまとする者と「なんともいえな塾まとする者が

菩窪することである。この騨学共学という学習形

態に関する評懸か違う者にとって、騨学共学に対

する意見はどのように違い、どの意見が評懸の分

かれる、醸であるかを追求したい。

　その2は、姓役麟観における違いと今蟹の講登

霞容との欝連である。第2次量雰大戦後中等教育

に共学麟が実施されてから、それは変髭なく発展

を続診たのではなく、i鯨｝年代の高校多様化とセッ

トになった男女特性教育が強談されると、各察で

男女騨クラスや幾学校が塔撫し共学麟痩が質的後

退をする現象がみられだ｝という。男女の特性の

強調絃ゼ男は仕事、女は家庭まと騨う性霧役麟意

識によるものであ辱、特盤を重視することによっ

て、この意識を更に強髭する影響力をもっている。

　性欝役麟意識は戴家社会が成立発展し家族舗度

が確立すると共に、傷教や男蓉女卑童識と結合し

ながら発展してきたもので、明治鉄降の男女騨の

学校麟度を成立させてきた根絶でもある。この携

学の基屡ともいうべき性役翻観が今遜の調査項蟹

とどのように関わるかを考察したいと考える。

　講登時購、調査方法、調査対象者は第i報と同

じである。ただiの評懸劉の考察は第i報の評懸

の繧爽がやや異なるため共学霧クラス校鐵身者33

名と学響形態評麺の不瞬者を除籍たため調査対象

者は霞2名になる。2の盤役割観の考察では全員

を対象とする。

蟹　調査結果と考察

　竃．購学・共学の評｛藪鶏からみる状況

　勝学校鐡身者を男女琴彗には分類せず、騨学であっ

た事を「とてもよかった達とゼよかった」とする

者を雛学肯定者とし、　ゼなんともいえない曇とす

る者を饗騨評懸呆留者とし勝やだった」とrと

てもいやだった淫とする者を鍵学否定老と三分類

した。それぞれの分類の人数を表亜に示す。購学

肯定者に対し純の二分類は数も少ないので、保留

者と否定考を合儀して欝定群に対する比較慧象と

して非肯定群とする。

　共学轟身者のうち、共学磯クラス鐵身者は難の

共学鐵身考と領海がやや違った第i報の諾果から

瞼き、鰹曜磐捧3響妹講の共学鐵身者と棚轍

格差の少な疑共学崖身者を簾算して共学校畠身者

とし、｛窪琴彗1こは碁導係なく共学校であったことを

「とてもよかった淫と夢よかった」とする者を共

学欝走者、「なんともいえない」とする者を共学

評癒保留者とし、ぜいやだった」と「とてもいや

だった達を共学否定者とし、保留および否定者を

合鍵して、肯定群に対する比較対象として葬膏定

群とする。（表i参照〉
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　　（雑懸字絞出身者の場合

　　　①　辮学に対する慧髭

　馨彗学肯定欝とi繋縛彗’定群（評｛i琶1保留と否定者〉　の

意見を比較して、危験率5穂鎮下でズ検定によ

る差がみられた項獄ま次の違警である。

　轡定群の方がゼそう思う遷譲合が多く、糞意な

差がある項羅は、欝学の罵点とされる「（ア！篤

学は異性を気にせずのびのびと邊ごせて気楽であ

る涯と「（ウ〉幾学は異姓に違憲をせずに能力が

発揮できる」　「（サ）鶏学という伝統1ま守ってゆ

かなければならない藩である。

　葬脊定群の方が「そう思う達と賛意が多く．有

意な差がある項獄ま「（揖鍵学は異姓とのコミ

ニュケーシ3ンの方法やきっかけオ§わからなくな

る」　ギ／キ1騨学は患いや弩をもつ態凌を学びに

くい達　ヂ（ク／騨学は異性を互いによく理解でき

なくなる墜　「（ケ）異姓が一一緒のほうが互いに嵩

めあえる涯　「（オ／雛学は瞬姓だけなので視野が

穣くなるま　賢コ／男女平等の社会に劉学はふさ

わしくな》彗である。　（緩i参照〉

　以上の結果は第i報の琴彗学校鐵身者と共学校鐵

身考を比較した場合の共学建身者が示した結果と

購じ領海である。当然のことながら霧学校鐡身者

でも霧学という形態に不満や疑いをもつ考は篤学

肯定考に姥べ、共学への志向が大きい．

　また第i報で共学校鐵身者が麗学校繊身者と比

べて差がなかった（力巌オ只キ）（ケ／などにも差が

みられた点に鷲学葬欝定群が異姓との交流、楊互

理解への不安感が葬常に強いことが察せられる。

つま曜藩学という形態への否定や評纒探留はこの

点に起馨するのではないかと考える。

嚢葦　評懸購募類と人数
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　　　②姓役響観と異性観

　「親しい友人がいますか」には鷲学食定群と葬

m轡定群ではズ検定による有童な差はない。また

危験率§鶉鎌下では有意差はないが、縫達する傾

梅毒§みられ，た項目1ま、…年肯定群にゼ男はタ事で｛難き、

女は家庭を守るべき達の考え1こ賛成の離合が少な

く、　「繧婚薄の牲交渉はどんな場合にも避けるべ

きだ匪が少ない。また家事の分挺、結婚に「わか

らない」とする麟合が多い繧海もみられる。

　葬欝定群はこだわらない結婚観や性観念（姓道

徳〉をもっているものの、懸定離牲役舞鶴から脱

しようとしながら確繧がもてず、男女平等の考え

に立脚する役霜露こわ弩窮れずにいることがみられ

る。　（纒2参照／

　　　③高校生活の霧顧

　霧学肯定欝は高校生活をよかったとする者が§β

％、葬肯定群でよかったとする者は57％である。

学習形態に対する意識は高校生活み評癒に連嚢し

ている。

　　（2〉共学痩身者6〉場合

　　　①騨学に対する意見

　葬欝定着は肯定者の喚分のiしか存姦しないが、

磯学の稀点といわれる鞭ウ）異姓に遠癒をせず

能力が発揮できる」　「（イ〉異姓がいないほうが

魑強に集中できる」に対してゼわからない」と疑

瞬をもっている。巨ア／異姓を気にせずのびの

びと遜ごせて気楽であるまのゼそう患わない涯の

割合も少ない。第i難で共学校鐵身考は「露分の

希望する大学に入学できる学力が身につかなかっ

た諜を不満の理懸の第i位にしているが、この不

溺の漂欝を共学形態にあると考えていると考えら

れる臼

　また葬欝走者は騨学の鷺題点、共学の穂点とさ

れる「（ケ／異性が一緒のほうが互いに高めあえ

る並「（キ）騨学は思いや吟をもつ態1斐を学びにく

い」野（ク〉懸学は異姓を互㌧縛こよく理解できなく

なる雄の項目について欝定者よ穆賛意が少なく、

「わからない」とする舞台が多いことから、共学

によって男女の癒互理解がそれほどできるとは愚っ

ていないと考える。ただ、弩力〉騨学は異姓との

コミニュケーションの方法やきっかけがわからな

くなる葺は有意な差がな》ことから、機会はある

がその得られる結果は言われるようなものではな

いと認識しているのではないかと考える。



高等学較男女共学に嬉する意識講壷（第2報〉 弱

騒潅　学習霧多態の評擢i馨禦こおける舞舞学に鱈する意見

§　欝

　騨学校鐵舞者の場合　　　　　　　　　　　　　　　　　共学校欝身者の場合

（ア〉　懸字は異姓を繋にせず鐙びのびとすごせて簑楽である。

2警3編§麓鑓鴇8警瞬鵬　　　　轡欝盆暮3樋舗§鍵7馨鱒鱗欝

欝定欝
葬轡定額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§．52　　　　：曝．3董ノ　　　§．4　　　　　　　　．欝．　　　　欝定群
　　　　　　　　　　　　　　ホ　ホ　　、鰺　　　　：憐．護マ：．§　　　葬欝定欝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　暮3．33　　　　　　墨：く馨§．｛｝§

（イ）　異種が群ない縫うむ唖難強豪こ葉中できる

（ウ〉鍵学は異姓に遠慮をせずに能力寮糞揮できる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　至3．　　　　　　　－！㌔：4隆．§2　鼻　　　　　　　　　　　　馨、総　　　　　　　　　　　　　　　　　欝建群。

　　　　　　　　　　：欝．？§

（工1　購学は異姓がいないので不擁異姓交遊がおきにくい

2．貿

轟．鰭

簸S

糞定翻蔓臆2
葬蓄淀欝12．§婆：’

轡建群
舞肯定欝

欝建欝
葬欝建欝

欝定欝
葬養定欝

巌窟舞
舞肯定欝

妻定鮮
鼻溝建欝

欝定羅
鼻糞定群

肯定欝
穽肯定撰

（孝〉　懸字鐵麟牲だ鯵なので雛野が狭くなる

　　　　＊馨．器

　違、毒

　　　卑　＊3．8

饗．9

　　　　農s3．暮

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ン2馨：※麓．｛懇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　欝定欝
　　　　　　　　　　　　　　　　＊　＊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　葬轡建欝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：馨．§2　　馨．§3

　　（扮舞軽報難と櫛ミュニケ一軸ンめ方法やきっか励嘆勧’らなくなる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3§．書　　　　　　　　く些婆2。3亨　・　　　　　　董．巷3　藪．麓　　　　　　：※：・薦．簿※．　　．習　　　　　　　　　　　　　　　　　　　妻定欝
　　　　　　　　　　　　　　　　＊　＊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　葬肯定欝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25鎗　　　　　響．馨．一　　　　　　　2愚．盤　　　薯．欝　　　　　　　．く齢．箆　　　舞．§

　　（キ）　懸字1；‡異姓に患継や》をもつ態度を学び鵜｛い

　　（ク）　懸字は異姓を互駐によ〈理解できなくなる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緯．嘆警　　　　　※越．3魯※25．33　　　　　　　　　　響ン｛瀞．警曽響畢　　　　　　　3．？？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　欝建欝
　4幾．欝　　　　　㍉㍉帰欝、521　　　2．3蓉

　　《ケ〉塁難解一緒のほう寧夏隣こ高めあえる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　欝建欝
　　　　　　　　　　　　　　　　＊　＊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舞舞建議

2．慮 ．2§ 鯵．蕊

各．§ ・122．22 －・ 亜．2琶

＊

員s

＊　＊

＊

象　＊

〈纂）男女単等の抵会に雛学はふさわしくな群

舞定舞
舞轡定欝

欝定群　　　　　難

舞舞定羅“4：※

※総．懸鼻：※、・　　　垂．認

　　・》2？．留：　　欝．§

　　　蕎定欝
＊　＊

　　　葬肯定欝

（サ〉　懸字という伝統織穿って駆かな縁ればならな墾

　　　　　　　　　　　　　　＊　＊

　　　　　　　　　　　　　　超そう患う　　　　　零　　P＜色偽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊＊　P＜（）．（X｝i
　　　　　　　　　　　　　　蟹そ憶わない　＋　髄麟
　　　　　　　　　　　　　　■わからない　　　　総　　差がない

　重．3

書．欝

＊

＊　＊



7§ 福轟大学教育実践講究紀要第22号 華992奪舞跨

　　　②牲役割観と異姓観

　友人の献溌や性役雑観、家事分擾姦こ対して1ま有

意な差はないが、葬肯定群の結婚に対する考えは

ド結婚すべきだ涯の麟合が膏走者に比べて少なく

結婚羨の姓交渉につ塾てゼわからない韮が多い。

また野性役翻、男女平等の授業をうけた経験珪が

「ない涯割合が多い。

　①の絃畢と合わせて考えると、異姓との婦応の

結果が彼等の思うようにはおこなわれなかった事

が、共学の難点、騨学の擬題点、また績婚観や性

観念に聡確な考えがもてない状溌をもたらし、共

学形態への疑禰になっているのではないかとも考

えられる。

　　　③高校生活の獲懸

　共学欝定欝は高校生活をよかったとする者が鱒

％であ静ラ、非蓄定群はよかったとする者は54鮨で

ある。この結果から磯学鑛舞者と講じく、学習形

態の評懸は高校生活の評簸と連動しているといえ

る。

騒2　学習形態紛許懸雰llにおける姓役割観と異姓観

跳学校墨勢考の場合

2一茸　驍猛磐で衝き、家麺を守るべき董という人がいます。あなたはこの考え毒こついてどう思いますか

　　　　蓼賛成である

　　　　　　綿．3
欝定群
舞肯定群

　　反　短　秘

i：：：：32．誠

なんとも赫えない 響

2－2夫婦とも盤く家癒ポ多くなっていますが、その場合、家事の発鐘についてあなた綜ど鈴ように考え家すか

簿定群
舞肯定群

2－3　織嬉についてどのように考えていますか。次の中からあなたの考えに一番遣い紛をえらんで下さい。

舞定欝
舞肯定群

2－4　績簸羨の縫交渉をどう患いますか。次の中からあなたの考えに一番近い鐙をえらんで下さい。

群
　
酵

定
定

　
　
　
欝

薄
葬

2－2 2－3 2一魂

こだわる群 緩婚すべきだ どんな場合にも避診るべきだ

こだわらない群 絃嬉した寿がよい お互いに愛鷺があればかまわない

わからない 織嬉しなくてもよい 愛精がなくとも、よければかまわない

わからない わからない　　　　　　　　　　　　　　　一
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　2　牲役割観潮からみる状況

　今露の調査では性役麟観を8本の青年意識調

査・瞬設問と瞬じ醗は外で饑き、女は家縫を守

るべきという入がいます。あなた1まこの考えにつ

いてどう思いますか」を繕い、またこのような一

般講ではなく家事分握という具体的場藏による設

問としてヂ夫婦とも饑く家庭が多くなってψます

が、その場合、家事の分撞についてあなたはどの

ように考えますか。あなたの考えに一番遣いもの

をぴとつ選んで下さい」を設定した。2懸だ轄で

は充分な響藪ができにくいが、この2翼を表2の

ように分類し盤役1害i藝観の違い毒害講釜登頂欝とどのよ

うに関わ馨方をしているかを考察する。　（表2参

購
　考察は2問ともの男は外、女は蒙塵と牲役割を

限定して考えるグループ（こだわる群と表謡／と

従来いわれていた姓役罰にこだわらないグループ

（こだわらない群と表記／とそれ鉱外のグループ

（混鼠群と表記〉に三分類しておこなう。潟裁群

は表2で示すように、縫来の難役麟観に反対とし

ながら、家事分握1こは従来の牲による役警1に賛意

を示すグループ、縫来の姓役麟観に賛成または反

対と示しながら、家事分擾に1まなんともいえない

とするグループ、性役割観にわからないとしなが

ら家事分擾にはこだわら慕・考えを示すグループ

懸果留一平等群）、姓慈愛害彗観畢こわからないとしな

がら家事分損には性懲ここだわる考えを示すグルー

　表2　牲役割観の分類

プ（保留一伝統群／、2難ともわからない、なん

ともいえないとするグループ（素決定群〉など多

様な栽態を鋳合している章よって人数もこだわる

群やこだわらない群に比べて大多数になるが・こ

の三群にお謬る芝2綾定1こよ辱、姓至愛害1塞観と各項

霧の関連をみる。

　　①　鶏学に対するi意見

　難役麟分類と各項裟のクロス集計の絃果、有意

な差のある環欝の中でこだわる群がrそう思う斐

とした人数の醤合がゼそう思わない」とした麟合

よ鞍、大きい状才量を示した項§は

（ア／　騨学は異性を気紅せずのびのびと遷ごせて

　　気楽である

（イ）異蓬盤がいな雛ほうが勉強に集中できる

（弟琴弾は異惣こ遠藤をせずに能力が発揮でき

　　る

（サ〉騨学という伝統は守っていかなければなら

　　ない

（キ／購学は異姓に思いや辱をもつ態度を学びに

　　くい

である。そしてこれらの項§は、（キ／を鍮くと

琴彗学の孝難点としてあ睾デられた項嚢であ辱、　iにお

いて鷲学校愚身考の中で（イ）を除いて購学肯定

群に賛意がみられた項§である。

　難役翻にこだわる考の方がこだわらない者よ辱

騎学硲鵜点に賛意を示し、伝統を守っていかなけ

ればならないと懇．っているといえる。

醸
孔　　　　　　　　　　　　　　　問　　　　　　　　1人数（鵯1 分類名

㊦羅薯隷霧を ②家事の分握に帰する意見　　　　　　　　　　、

A　賛成である

餐・蓼縦繋離暫藩る郷・ま　すべきでない

182細．7／
こだわる群

8　反対である

碁　夫も妻も平等1二分挺すべきだ
ｬ夫か妻かいづれかが主に分挺し飽が協力すli襲名くi621

@る影でよ雛

こだわらない群

a　妻炉主に分挺し、夫も協力すべきだ
Y　妻が分餐重し家事に差しさわ辱のある仕事は

@すべきでない

賛成または反対 C　なんとも》えない

C　わからない

a　妻が主に分握し、夫も協力すべきだ
K妻が分挺し家事に差しさわ鯵のある仕事は
ｷべきでない

5§i名（73．i／

碁　夫も妻も平等に分摂すべきだ
af夫か妻かいづれかが主に分挺し飽が繍力す
@る形でよい

1混@叢　群

撃

c　なんともいえない
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　　　　　　　　　　騒3　牲役割観購　篤学に録する意菟

（ア）　騨学は異姓を気にせずのびのびとすごせて気楽である。

　　　　　　　　　　∈｝　　　　蟹｝　　　2｛肇　　　3G　　　尋（肇　　　5奪　　　　6昏　　　　7（）　　　8｛季　　　蟹｝　　　董融9

（イ〉

わからない欝・蝿Z凌登

異魅がいないほう赫勉強に隻中できる

そ　う　懇、う

そう患わない

わからない

そ　う　懇、う

そう思わない

わからない

そ　う　懇、う

そう懇、わない

わからない

そ　う　思　う

そう懇、わない

わからない
舞朧摸擬互いによ磯釈きなくなる

そ　う　態、う

そう患．わない

わからない

男女平等の継会に購学はふさわしくない

そう思う鎗2豊12鉱

そう慧i、わな鮭缶

わからない6．7磯蒸箋li

わからない離鍾撮

　　　　　こだわる欝

　　　　　こだわらな輪群

　　　　　滋裁欝

　　　　　　　彗．83’‘

　　　　　　　王3，2

　　　　　　　，解

　暮．§

？7．7

i．83

（ウ〉　霧学は異姓に遠癒を慧ずに能力が発鐸できる

　．7書

　2．8

§．58

（場　　懸学は講牲だ韓越：4〉で授野が狭くなる

銘．4茎

3．獲

§、52

（キ）　懸字は異性に悪いや鞭をもつ懸護iを学びにくい

（ク｝

（コ）

（サ〉

72、22

72．2暮

§．2i

　8．23

　3．総

至、春7

　i．3

　i．毒7

簿．騒

簿．5蓬

　春．毅

3．婁

　胃．7§

．総

＋………領海あ毒

＊………P＞§．薦

＊＊……野＞｛｝、磁

＊

率

＊

＊

＊

華

＊＊

＊＊
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　こだわる群が調1登頂馨に夢そう思う」とした人

数の蓄合がεそう思わない」とした鬱念よ馨少な

い状溌を示した項§は

（オ／磯学は懸盤だけなので視野が狭くなる

（ク〉欝彗学は異性を互いによく理解できなくなる

（コ1男女平等の縫会に騎学はふさわしくない

であ弩、性役翻ここだわる者1ま男女の穣互理解の

問題点に賛意は低く、幾学は現産もふさわしくな

いとは懇、っていな炉といえる。

　εわからな鱗壕とする人数の翻合が「そう患う達

または「そう思わない遵響舎よ弩大きい数を示す

のは混載群にみられ、　中でもその状溌慧、

（ア／騨学は異姓を気載せずのびのびと遜ごせて

　　気楽である

（キ〉篤学は異姓に思いや弩をもつ態獲：を学びに

　　くい

（コ／男女平等の縫会に騨学はふさわしくない

（サ／篤学という伝統は守：っていかなければなら

　　ない

の項欝にみられる。騨いかえるとこれらの項目に

対し意見に確鱈をもてない者は姓役欝観も混観し

ている、或いは難役翻観が混蔑している者はこれ

ら幾学の孝彗点や懸題点睾こ対“する意見がわからなセ・

といえる。讐に（コ只管）の動揺は騨学の存廃に起

霞する混蔑で、露定離性鷲役麟観から號無しよう

としながら、灘学の存在或いは存在の選癌とされ

る伝統観から脱し饗れずにいると考えられる。

　以上の結果から、性鷲役割観に基づく男女特性

教育が、大学童の性役欝意識と篤学に対する賛否、

或いは馨愛昧さと灘達していることが瞬ら力縄こなっ

た。購学校の喜在或いは肯定が露定離牲霧役擬分

業意識をつく鯵あげているといえる。

　　②　異　牲　観
　　「羨しい友人が墾ますか窪の有無或いはヂ結婚

麟の性交渉まの項目には有意な差はないが、結婚

観1こは差がみられる。性役翻観のこだわる群が多

い鬱念を示す項馨はr結婚すべきである」とゼ結

婚したほうが良い」であ琴、こだわらな籍群が多

い鬱金は「結婚しなくてもよい感であ舞、混載群

は「すべきだ逢と野しなくてもよいまは飽にくら

べて低い。（緩嗅参照〉

　　⑧　愚身高校驚
　鐡身高桑交を考彗学校と共学校に二二分類すると員f量

検定では難役蓄観琴彗には有意な差はな秘㌔騨学校

を男子校、女子校を琴彗にして共学校と三分割して

クロスをするとi％の危験率で有意な差がみられ

る。男子校には、性役麟観のこだわる群、混鼠群

の割合が二極化しているが、女子校にはこだわら

ない欝が多く、共学校はその串縫を示す。第i報

の絃果と鱗せてみると穫i役羅綾における男子校の

瞬題が考えられる。　綴5参黙〉

鐸　要　　約

　全蟹の各漿に比べて、福鶴桑は際立って騨学高

等学校数が多い。男女共生参薩塑歓会をめざす現

代にあってその羅題点を考察するため、高校生活

を客観的毒こ麟顧できる発達段鐸皆にある大学二隼生

（福島大学王学藻〉を対象に、高校生活への評懸、

騨学若こ対’する意見、難役書盛観、異雛i観などを調i蓋

した。第i鞍では購学校畿身考と共学校綴身者に

おける違いを考察したが、本報も講じ目的から講

論奎を蔓に磯な視点から考察するものである。

　菜．学習鷺多態の評羅i舞墨から・みる状溌

　鷲学校趨身者を篤学という学習形態を轡足する

者と否定或炉は「なんともいえない謹と曖昧な評

慰する考とに分隣し、妻定群と葬肯定欝として各

項§との幾連を考察した。麟ビく共学校趨勢者を

共学欝定群と葬肯定群に分駕し、それぞれ比較し

た。結果は次の通辱である。

（葺劉学に対する意見は、騨学葬肯“定群は鷲学肯

定醸こ鐘べ、勝学解糖の項黙こ賛意は少なく、

騎学の総懸点の項毯に対しては賛意が高く、第i

報の共学校鐵身者が示した簿向と講じ篠向を示す。

また第i報の幾学、共学で差がみられなかった異

姓との交流や相互理解の項§にも不安感を示して

いる。懸字への否定や疑問〔保留はこの点に基

づくと考えられる。

②講じく篤学に対する意見に、共学非欝定欝は

共学妻定難境べ、篤学騨徳とする項§のうち

学力に関する項欝に「わからない」と疑縫をもっ

ている。また男女の穏互理解にも賛講が少なく疑

霧をもっているG

（3／盤役蟹観と異性観について、鷲学葬肯定群は

篤学轡定群と比べて、結婚や姓観念にはこだわら

ないものの、露定的盛手愛舞蓬観から辱髭蟻できず1こい

る繧海がみられ．る。

（虜講じく共学葬欝定群は共学欝定群に比べて、

結婚や性観念に縫珠な考え方の献溌がみられる。
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　　　　　　　　　　　　　　霞4　性役割靉靆　溺学に録する慧見

繕繕についてどのように考えていますカ・。次の中からあなたの考えに一番近いものを選んで下さも㌔

　　　　　　　　　　　　　　　魯　　鐘　　2春　　認　　磁　　　驚　　総　　　7｛｝　　8暮　　騰　　i鑓

　　結難すべきだ

　　結婚鉱したほうがよい

　　結婚はしなくてもよい

　　わからない

績婚蕪の性交渉をどう思いますか。

　　どんな場合にも逝けるべきだ

　　お互い愛情があればかまわない

　　よ毒う’ればかまわない

　　わからない

7．8

8蟹

難：1：

iii難l1

5尋・
奄遠�撃

次の中からあなたの考えに一番近いものを選んで下さい。

li灘1

灘lll

ii難：1：

　　玉、§2

72、2§

7i．92

§．83

＊＊

盤　s

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　霞5　性役害彗観との経連

卒業した蓬蔭授はどうなっていましたか

　　　　　　　　　　　　　　　O　　　　i｛｝　　　　2｛事　　　　3｛董　　　　垂｛｝　　　　5（）　　　§｛き　　　　7｛｝　　　　8（》　　　　襲｝　　　i｛矯

　　　　　　男　　子　　校

　　　　　　女　　子　　絞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊＊

　　　　　　業　　学　　校

あなたの茘枝が男女共学（男女雛学1であったことにどう患いますか。

尋8．7§ 欝1 鱒．2荏

33．§6
lil嚢難1

34．8§

29．87
iii灘：！

．鱗

学習形態がよかった

侮とも言えない

いやだった

　　　　　こだわる群

　　　　　混叢欝

欝．4

膿
．盤

2．麟

7，暮7

　　嵯．警

＊・・…　一P＞軽．（憲

＊＊一　一碧＞（｝．醗

簸s・一存奮差なし

＊



高等学校男女共学に帰する意識講1壷（第2報〉 7§

（§〉高校生活に支書する評｛藩1ま磐彗学或いは共学とい

う学習形態の評懸に連動している。

紛なお幾学葬肯定考は鶏学校鐵身者の総i％、

共学葬轡走者は共学校鐵身者の2i．5％である。

　2．牲役割観雛からみる状溌
　姓役欝観と瞥驚役割分業にこだわる群とこだわ

らない欝、および混蔑している群に分賭して、各

項§との聡達を考察する。

（聾磯学の縄点に臠する項§の賛意菰ついては性

驚役麟にこだわる群がこだわらない群に比べてそ

の書1畦倉オ§大きい。

（21騨学の問題点の男女の餐1互饗解などについて

は、こだわる群はこだわらない群にくらべ賛意が

低い。

（3〉牲役麟観の混鼠群は騰学の科点も髄題点につ

いても紅わからない匪が多い。特に雛学の存立根

礎である伝統紅対する意見に曖昧な態度がみられ

る。

（の性役割観と結婚志海に聡達がみられる。

（5／性役割にこだわる群には、男子校鐵身者が多

い。

（6〉三群の人数は、こだわる若鷺、7％、こだわら

ない者i6．2鵯、混鼠している者73、i％とな軽、性

琴彗役割分業観が混鼠している者が多い。

の姓霧役餐分業意識と鷺達する絃果をもたらして

いることが捉えられ、現代にあっても雛学という

存在を欝足することによって、盤霧役麟分業意識

が強髭されていることも明らかになった。

　豊かな人聡形成をめざし、将来の社会を築き支

えてゆく大鷺を育てる高校教育にあって、男女共

学はその繭提となるものであって、特に公教畜に

あってその教育要求は大きくしなければならない

と考える。

　本譲文の執筆にあたっては調査罵紙の作成及び

実施・集誹につ塾て羽懸、武藤が共講でおこない、

その結果に基づいて武藤が執筆したものである。

　〔弓縄文獣3

i〉武藤八悪子、灘撰貴史、高等学校男女共学に鰐す

　る意識講登（第圭報〉橿鳥大学教麿実践紀要投稿牢

2〉　橋本紀子、男女共学鱗の吏麟覆究、大貫書籍

　（至§92〉　P．365～372

3）　総務庁青少年蝿策本部、盤罪の青隼との鷺較から

　みた藤本の青年／挺界蕎年意識調査第藁睡隷告書〉

　鱒8§〉

　以上の結果から

　騨学校鐵身者で篤学を肯定しない学生は、男女

の相互理解や異性との交流に不満、不安を強くも

ち、麟定的性役割観と性観念のギャップにゆれて

いる。共学校串身者で共学を肯定しない学生は数

は少ないものの、共学での異性の交流の不適慈か

ら、学力や相互理解に疑擬をもっている。共学で

あるというだけでは、共学の効果は発揮できず異

性を含めた生経鷺の交流に充分な醗癒が必要にな

る。また劉学校生徒の異姓との交流のないことへ

の不安は大きい。

　経済的霞立や生活的倉主をしながら男女が共に

生きることをめざす現代縫会にあっては、鐵定的

な性磯役割意識から脱蟻してゆかなければならな

いが、購学校ではそれができにくい釈況がみられ

る。

　男女の特盤を重視し、「男らしさ、女らしさ崖

を育成すべき方海として、男女磯の力喜ヌキュラム

によった騎学校成立の基馨は現在学んでいる生徒


